
 

     

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    保健だより №９ 
令和５年１２月８日（金） 宮城県第二工業高等学校 保健室     

 

 

 

 

  

 

★感染症の特徴について  

 風 邪 インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 

感染力 / 感染経路 あまり強くない/飛沫・接触 強い/飛沫・接触 
非常に強い/飛沫・接触・ 

           エアロゾル 

 

 

主な 

症状 

症状の 

現れ方 
ゆるやか 急激 

ゆるやかだが、急激に重症化、

肺炎を合併することも多い。 

発 熱 
微熱の場合が多い 

（３７．０℃～３８．０℃程度） 

高熱 

（３８．０℃以上の急激な発熱） 

３７．５℃以上の発熱が４日以上

続くことがある。 

 

症状の特徴 

・鼻やのどまでの上気道の

症状が強いことが多い。 

（咳・鼻水・咽頭痛など） 

・頭痛や下痢などの腹部の

症状もある。 

・強い全身症状がある。 

（関節痛、筋肉痛、頭痛、 

悪寒、倦怠感など） 

 

・発熱や咳などの初期症状は、

風邪やインフルエンザと見分け

がつきにくい。 

・頭痛、倦怠感、食欲不振など 

・味覚、嗅覚障害が現れること

もある。 

潜伏期間（感染して

から症状出現まで） 
２～４日間 ２～５日間 １～１４日間 

出席停止期間 ・な し 

・発症後５日を経過し、かつ 

解熱した後２日を経過する

まで。 

・発症後５日を経過し、かつ

症状が軽快した後１日を 

経過するまで。 

※主な症状を記載しましたが、上記以外にも症状がみられることもあります。また、感染症の判別はつきにくいので、医療機関 

での検査・診察をお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出席停止期間中は、医師の指示に従い、ゆっくり静養してください。（欠席にはなりません。）      

●インフルエンザ出席停止期間（例）●   

★発症日を０日目、翌日が１日目と考えます。「発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日を経過した」翌日に登校可能となります。 

インフルエンザが流行しています 

 

仙台市インフルエンザ流行情報（２０２３/２４シーズン 第９号）によると、市内の定点当たり報告数

が大幅に増加し、今シーズン最大となり警報開始基準を上回っている状況です。全国的にも増加

傾向が続いていますので、引き続き、感染症予防対策を徹底しましょう。 

風邪の症状や体調不良が続くときはそのままにせず、早めに病院で診てもらいましょう。 

 



 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●冬休みは病気治療のチャンスです 

・普段から頭痛や腹痛など、慢性的な症状が継続している、または繰り返している人は冬休み

の間に専門医で診てもらいましょう。 

・健康診断の結果、受診指示書を配付された人は冬休みを利用して病院で受診してください。

受診後、報告書を担任の先生または保健室まで提出してください。 

 
カウンセリングのお知らせ   

体調不良は「体の不調」だけではなく、ストレスや不安を感じている「心の不調」の場合もあります。不安なこと、 

心配なことが続いている時・・カウンセラーの先生とお話ししてみませんか？ 予約は担任の先生または保健室まで。 

カウンセラー来校日 １２月１８日（月）・1月 22日（月）・2月 29日（木）・3月１２日（火） 

 

 


